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【経歴】 

京都大学大学院工学研究科修士課程修了。工学博士。 

京都大学助手、鳥取大学助教授、教授、京都大学教授を経て、現職。 

土木学会会長、米国土木学会副編集委員長、応用地域学会会長、グローバルビジネス学会理

事長、IIASA, OECD,WHO, WB 研究員等を歴任。 

現在、日本学術会議会員、社会資本整備審議会委員、交通政策審議会委員、日本アセットマネ

ジメント協会会長、関西空港調査会会長、Regional Science Association 

International アジア・太平洋地域代表フェロー、日本工学会フェロー等に従事。 
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